
■ キャリアアップシステムの構成要素

①キャリアアップシステムのモデル（例）
6頁の図は、キャリアアップのモデルを簡略化して示したものです。

入職してから6年の間は、「基礎業務の習得」の期間と位置づけ、補助業務、定型業務、中級・上

級業務の各段階を設定し、中級業務の段階において介護福祉士の資格取得をめざします。

また、介護福祉士取得後においては、さらなる専門性の向上に取り組むとともに、職員を管理指

導する役割を担う管理監督者としてのスキルを習得し、最終的には、施設の経営に携わる経営職を

含めたキャリアアップのしくみとなります。

この過程において、管理監督者のキャリアよりも、介護職としてのより高い専門性の習得をめざ

すコースを選択することも考えられます。

なお、こうしたキャリアアップのしくみの中で、看護師や理学療法士、作業療法士、栄養士など

の資格職については、中級以上の業務を担うものとして位置づけ、キャリアアップのしくみの中で、

資質の向上に取り組めるように配慮する必要があるでしょう。

キャリアアップのしくみを示すことで、施設における人材育成の考え方と生涯にわたるキャリア

の全体像を把握できるようにすることが大切です。
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■ キャリアアップシステムのモデル例

施設経営職

マネジメント志向

・管理者（職）研修会
・介護老人保健施設経営セミナー
・認知症介護指導者養成研修

施設運営管理・監督職

監督・指導志向

・管理者（職）研修会
・介護老人保健施設リスク
　マネジャー養成講座

専門介護職

実技経験＋国家試験 介護福祉士養成学校

介護職員基礎研修

介護職員基礎研修修了者

ヘルパー2級の
現職者

介護福祉士

専門志向

・ユニットリーダー研修
・介護福祉士養成実習施設実習
　指導者特別研修会
・施設内感染症防止対策指導者
　養成研修会
・認知症対応型サービス事業管理者研修
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キャリアアップシステムモデルの
考え方と活用方法4

１）キャリアアップシステムの基本方針
キャリアアップシステムを構築するにあたっては、施設における人材育成に対する考え方を明らか

にすることが大切です。介護保険制度の基本的なしくみや介護老人保健施設の理念・役割、あるいは

地域の実情を踏まえて、各施設がどのようなサービス提供をめざすのかについて認識を共有するとと

もに、そのために求められる人材を育成していくことを理解することが重要といえるでしょう。

こうした内容について、キャリアアップの基本方針として作成し、示すことが望ましいと考えられ

ます。

ここでは、キャリアアップシステムにおける基本方針の一例を紹介します。

主な項目としては、次の4点を挙げることができますが、特に③人材育成の基本方針と④人材育成の

目標が重要です。

①介護老人保健施設の理念と役割

②施設の基本方針

③人材育成の基本方針

④人材育成の目標

（例）
①介護老人保健施設の理念と役割

介護老人保健施設は、利用者の尊厳を守り、安全に配慮しながら、生活機能の維持・向上

をめざし総合的に援助します。また、家族や地域の人々・機関と協力し、安心して自立した

在宅生活が続けられるよう支援します。

1．包括的ケアサービス施設

利用者の意思を尊重し、望ましい在宅または施設生活が過ごせるようチームで支援しま

す。そのため、利用者に応じた目標と支援計画を立て、必要な医療、看護や介護、リハビ

リテーションを提供します。

2．リハビリテーション施設

体力や基本動作能力の獲得、活動や参加の促進、家庭環境の調整など生活機能向上を目

的に、集中的な維持期リハビリテーションを行います。

3．在宅復帰施設

脳卒中、廃用症候群、認知症等による個々の状態像に応じて、多職種からなるチームケ

アを行い、早期の在宅復帰に努めます。

4．在宅生活支援施設

自立した在宅介護生活が継続できるよう介護予防に努め、入所や通所・訪問リハビリテ

ーションなどのサービスを提供するとともに、他サービス期間と連携して総合的に支援し、

家族の介護負担の軽減に努めます。
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